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山形県における小麦・大豆を中心とした1年2作体系技術の確立

第3報　晩播小麦の播種量
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1　は　じ　め　に

山形県における小麦一大豆の1年2作体系では，大豆の

品種ライアンと小麦の組合せとなる。7月上旬播種ライデ

ンの成熟期は10月15日～17日ころであり．小麦の播種は10

月20日前後となる。

標播く10月上旬）した小麦に比較し，約20日遅れの晩播

小麦は一般には短梓短億で穂数及び着粒数が減少し収量も

低下する。このため．晩播小麦の収量向上をはかる方策の

1つとして播種量について検討したので報告する。

2　試　験　方　法

（1）ドリル播きにおける播種星

1981年ハナガサコムギ，1982年ハナガサコムギ及びナン

ブコムギ，1983年ナンブコムギを供試，a当たり播種量を

1981年～1982年は1．5，2．0，2．5晦．1983年は1．5，2．0

喝とし，10月20日に播種した。

（2）全面全層播きにおける播種量

1982年にハナガサコムギ及びナンブコムギを供試，a当

たり播種量を1．5，2．0，2．5時とし，全面全層播きの播種

量をドリル播きと比較検討するため，10月20日に播種した。

3　試験結果及び考喪

日日ヾリル播きにおける播種量

出芽率は，年次変動があるものの2か年の成績から出芽

率は約80％であった。

越冬前の彙数は4－5枚であり，株当たり分げっ数は1．2

本程度であった。茎数は播種量によって大きく左右され，

播種童が多いほど茎数は増加した。また，茎数は．気象に

よる影響も大きく，低温年次である1983年は前年に比較し

200本はど少なかった。

越冬茎率は，年次による変動が大きいものの，越冬前の

が当たり茎数が，ハナガサコムギで1．000本，ナンブコム

半で800本以上となると，低下する傾向にあり，ガ当たり

1，000本の茎数では，約80％であった（図1）。

有効茎歩合は，年次変動があるが，約40％であった。
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回1越冬前の茎数と越冬茎率

播種量と成熟期における形質について図2に示した。ハ

ナガサコムギ，ナンブコムギともほぼ同じ傾向にあり，播

種星の違いによって，穂長，穂数，小磯数，一穂首校数，

子実重が大きく変化した。播種量を増加することによって

穂数は多くなるが，特にハナガサコムギでは，2．0昭と2，5

晦で種数の差は小さい。また∴播種量の増加によって穂長

が若干短くなり，小稔数．一棟着拉致が減少した。収量は

播種呈2．0吻播きで高く．2．5吻播きでは，2．0吻播きと同

等かやや減収した。これらのことより，晩播小麦の播種量

は，a当たり2．0廃が適当で，オ当たり播種拉致は480校

であった。

晩播小麦の収量400物の生育日掛ま，出芽率80％，ガ当

たり苗立教380本，越冬前の茎数850本．越冬茎率90％，

最高分げっ期のガ当たり茎数960本，有効茎率43％，ガ当

たり席数410本が適当と考えられる。

（2I全面全層播きにおける播種皇

ドリル播きに比較し全面全層播きでは，出芽率が約20％

低く，全生育期間中の茎数は少ない状態で経過した。この

ため，ドリル播きでは．a当たり播種皇2．0時で総数がピ

ークになったが，全面全層播きでは，a当たり播種量2．5

晦までは直線的に穂数が増加した。
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図2　播種量と成熟期における形質
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図3　播種星と出芽率

ドリル播きと同様に，全面全層播きにおいても，播種量

の増加によって穂長は短くなった。しかし．穂数の増加が

著しいため，収量はa当たり2．5吟の播種量で最も高かっ

た。これらのことより，出芽率の低下しやすい全面全層播

きのa当たり播種量は，ドリル播きより多く，2．5吻以上

必要であり，正当たり播種拉致は600校以上が必要と考え

られる。
亡　　　こ全面全屑播き

bHHやドリル播き
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図4　播種量と成熟期における形質

4　ま　　と　　め

（1）ドリル播きにおいて，播種主を多くすることによって

棟数は増加する反面，穂長が短くなり，小穂数．一撞着校

数も減少した。収量からみると．a当たり播種量1．5時で

は収量低く，2．0時と2．5吻播きでは大差がないことから，

ドリル播きでの播種量は2．0時播きで適当であると考　ら

れる。

t2）全面全層播きは，ドリル播きに比較し出芽率が低下し

やすいため，全面全層播きでのa当たり播種量は2．5吻以

上必要と考えられる。
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